
長野県森林づくり県民税活用事業

木曽地域の実施内容（予定）

長野県木曽地域振興局

令和元年度　

資料２
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（１）　里山整備方針作成事業

・

【県全体予算額】 予算額：千円

【木曽地域】

（２）　みんなで支える里山整備事業

・

・

【県全体予算額】 予算額：千円

里山の整備

【木曽地域】

   　

（３）　道路への倒木防止事業

・

【県全体予算額】 予算額：千円

8 箇所

里山整備方針の作成 1 911141

・間伐（搬出間伐を含む）

・路網整備
625ha 9/10 193,400

「防災・減災」の観点から、未整備の里山のうち、里山整備方針に基づき優先的に整備が必要な
民有林（県及び市町村有林を除く）の間伐を推進する。

※里山整備方針が作成されるまでの間、県が提示した航空レーザ測量等による優先整備箇所及びこれと一体的に行う箇
所を補助対象とする。

事業内容 補助率 予算額

１　防災・減災のための里山等の整備事業

大桑村王滝村木祖村木曽町南木曽町上松町 計事業内容

森林づくり県民税を活用した「防災・減災」及び「住民等の利活用」のための里山の整備を進め
るため、航空レーザ測量等の科学的知見や現地調査の結果等を踏まえ、優先的に整備していく箇
所を特定、図面化することにより、森林づくり県民税の効果的な活用と取組の見える化を図る。

事業内容 事業主体 Ｒ元年度 事業計画 補助率 予算額

（単位：箇所）

・優先整備箇所の調査

・里山整備方針(図面)の作成

市町村、森林整

備協議会等

里山整備方針の

作成

70箇所

（旧市町村数）
10/10 14,700

※　危険木の伐採については、保全対象の重要性及び倒木が発生した場合の保全対象への影響を勘案して実施箇所を決定す
るとともに、電力会社等との連携により効率的、効果的な対策に努めることとする。

危険木の伐採 0

（単位：ha）

市町村、森林組合、Ｎ

ＰＯ法人、森林所有者

の団体等

事業主体 Ｒ元年度 事業計画

・ライフライン等保全対策 市町村 18箇所 9/10 25,000
危険木の

伐採

集落や主要なライフライン（道路、線路、電線等）に接する森林において、倒木の恐れのある危
険木及び枯損木を伐採する。

里山の整備 2 12 47 12 3 30 106

王滝村 大桑村 計事業内容 上松町 南木曽町 木曽町 木祖村

県が管理する道路の区域外（山林）から道路への倒木の恐れがある危険木が多く確認される箇所のうち、
防災効果の高い箇所の危険木伐採を集中的に実施する。

事業内容 事業主体 Ｒ元年度 事業計画 補助率 予算額

・県管理道路沿線の危険木の

伐採
県 危険木の伐採 － 30,000

調整中

－2－



【木曽地域】

（４）　県単河畔林整備事業

・

【県全体予算額】 予算額：千円

9 箇所

15 箇所

【木曽地域】

1

（大沢） （松沢川） （奥峰沢川)

1

・河畔林の整備（除間伐等）
県 県管理河川 －

112,500
市町村 市町村管理河川 9/10

県が管理する一級河川の区域外（民地）の河畔林及び市町村が管理する準用河川区域とその周辺の河
畔林のうち、防災効果が高い箇所の整備を推進する。

事業内容 事業主体 Ｒ元年度 事業計画 補助率 予算額

（単位：箇所）

事業内容 上松町 南木曽町 木曽町 木祖村 王滝村 大桑村 計

（単位：箇所）

事業内容 上松町 南木曽町 木曽町 木祖村 王滝村 大桑村 計

危険木の伐採（県） 1

河畔林の整備（県）

河畔林の整備（町村） 1 1 1
（中沢） （伊那川）

3

2

(国道361号)

1
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【木曽地域】

※　平成30年度里山整備利用地域として認定された木曽町（末川）を含む。

（１）　里山整備利用地域活動推進事業

・

【県全体予算額】 予算額：千円

※里山整備利用地域の認定前であっても支援対象

（２）　みんなで支える里山整備事業

・

【県全体予算額】 予算額：千円

（３）　里山資源利活用推進事業

・

【県全体予算額】 予算額：千円

２　県民協働による里山の整備・利用事業

地域住民による里山の整備・利活用を促進するため、長野県ふるさとの森林づくり条例に基づく
「里山整備利用地域」の認定地域において、地域住民による里山整備利用推進協議会の立ち上げ
及び里山整備利用地域活動計画の作成等を支援する。

事業内容 事業主体 Ｒ元年度　事業計画 補助率 予算額

・地域活動、里山整

備、資機材等整備の実

施（協議会）

1 3 1 1 6

（単位：箇所）

事業内容 上松町 南木曽町 木曽町 木祖村 王滝村 大桑村 計

里山整備利用地

域の認定
52地域 3/4 26,350

里山の資源を有効に活用し地域に還元する仕組みづくりを進めるため、自立的・持続的な管理体
制の構築に必要な資材の導入等を支援する。

・現地調査

・地域活動（森林体験活動、薪

の生産、山菜・きのこ栽培、野

生鳥獣対策、植生保存活動等）

・計画作成　等

里山整備利用推

進協議会

里山整備利用地

域の認定

68,150

52地域 10/10 9,800

長野県ふるさとの森林づくり条例に基づく「里山整備利用地域」において、住民協働による里山
の整備を促進するとともに、多面的な森林資源の利活用を進めることで、自立的・持続的な森林
管理の構築を図る。

事業内容 事業主体 Ｒ元年度 事業計画 補助率 予算額

・里山の整備

（間伐、搬出間伐、植栽、下

刈り、緩衝帯整備等）

・路網整備

市町村、森林組

合、ＮＰＯ法

人、森林所有者

の団体等

資機材等の導入（チェーン

ソー、薪割り機、簡易ウイン

チ、移動式トイレ等）

遊歩道の整備

里山整備利用推

進協議会

事業内容 事業主体 Ｒ元年度 事業計画 補助率 予算額

里山の整備 225ha 9/10
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・

【県全体予算額】 予算額：千円

【木曽地域】

・

・

【県全体予算額】 予算額：千円

（１）　子どもの居場所木質空間整備事業

・

【木曽地域】

（２）　木工体験活動支援事業

・

【木曽地域】

木工体験活

動の開催

箇所

要望額

子供等を対象とした地域材を使った木工体験活動の開催を支援する。

（単位：箇所、千円）

事業内容 上松町 南木曽町 木曽町 木祖村 王滝村 大桑村 計

144 375 519

1 1 2

南木曽町
調度品・おもちゃの設置

計

日義小学校

10

（単位：千円）

事業内容 町村 備考

モデル性の高い施設において、県産材を活用して行う「子どもの居場所」の木造化・木質化及び
調度品・おもちゃの設置に対して支援する。

1/2

南木曽会館

施　設　名 要望額

375

373

748

事業内容 事業主体 Ｒ元年度　事業計画

・森林所有者の同意取得

・境界の明確化

自治会組織、

林業事業体等
集約化等面積 500ha 定額 8,000

小規模個人有林、不在村者所有森林等が多い里山の森林整備を推進するため、間伐事業実施地の
森林所有者の合意形成や、所有者の境界を明確化する取組を支援する。

事業内容 事業主体 Ｒ元年度 事業計画 補助率 予算額

補助率 予算額

（単位：ha）

事業内容 上松町 南木曽町 木曽町 木祖村 王滝村 大桑村 計

集約化面積

市町村等
木の調度品・お

もちゃ等の設置
30箇所 3/4

公共的団体等
木工コンクール

応募者数
5,500人 3/4

・県産材公共サインの作成

・子どもの居場所の木造・木

質化

・木の調度品・おもちゃ等の

設置

・木工コンクール

市町村等
県産材公共サイ

ンの作成

250枚

（5年間）
3/4以内

42,300

木曽町

市町村等
子どもの居場所

の木造・木質化
5箇所

10

３　地域で進める里山集約化事業

４　地消地産による木の香る暮らしづくり事業
県産材に囲まれた地域づくり及び未来における県産材利用者づくりを推進するため、観光地等に
おける県産材公共サインの作成や児童センター等の「子どもの居場所」の木造・木質化など、本
県独自の県産材利用の取組を実施する。

県産材サインについては、観光地の魅力向上や県産材の活用促進の観点から、統一デザインや仕
様、配置場所の基本的な考え方等を「基本コンセプト」として策定する。
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（３）　県産材公共サインの作成

・

【木曽地域】

・

【県全体予算額】 予算額：千円

【木曽地域】

（１）　学校林等利活用促進事業

・

【県全体予算額】 予算額：千円

2校

14校

【木曽地域】

（２）　自然保育活動フィールド等整備事業

・

【県全体予算額】 予算額：千円

【木曽地域】

山林に放置され、有効活用されていない松くい虫被害木を有効活用し、地域が主体となって行う
松くい虫被害木駆除の更なる取組を推進するため、松くい虫被害木を木質バイオマス発電の燃料
（チップ）に資源化して利活用する取組等を支援する。

事業内容 事業主体 Ｒ元年度 事業計画 補助率 予算額

県産材公共

サイン等

箇所

要望額

市町村や民間事業者等が、県産材を利用して観光地等において行う案内標識整備を支援する。
（単位：箇所、千円）

事業内容 上松町 南木曽町 木曽町 木祖村 王滝村 大桑村 計

豊かな森林資源、自然環境を活用した「信州やまほいく」認定園の活動フィールドの整備等を行
うことにより、森林を活用した保育の安全性確保及び教育環境の充実を図ります。

事業内容 事業主体 Ｒ元年度 事業計画 補助率 予算額

６　森林の教育利用の推進

周囲を森林に囲まれた長野県で学ぶ児童・生徒が森林・林業に親しみを感じ、次世代の森林づく
りに理解を深めるとともに、学校林を活用した森林教育を推進するため、手入れが放置され利用
困難になっている学校林について、森林税により集中的に整備する。

事業内容 事業主体 Ｒ元年度 事業計画 補助率 予算額

・学校林の整備（除間伐等）
県 -

17,975
市町村 9/10

（単位：箇所）

事業内容 上松町 南木曽町 木曽町 木祖村 計大桑村

義務教育学校林の整備

県立高等学校林の整備

学校林の整備 0

王滝村

・活動フィールドの林間整備

・あずまや・トイレ等の付帯

施設整備

「信州やまほい

く」認定園の設

置主体

森林を自ら所有

又は貸借して使

用する認定園等

8園
9/10

1/2
5,325

（単位：箇所）

事業内容 上松町 南木曽町 木曽町 木祖村 王滝村 大桑村 計

0
活動フィールドの林間

整備及び付帯施設整備

・枯損木の伐倒、チップ化 市町村
取組を行う

市町村
10市町村 9/10 18,000

５　松くい虫被害木利活用事業

（単位：箇所、千円）

事業内容 上松町 南木曽町 木曽町 木祖村

被害木有効

活用

箇所 0

要望額 0

王滝村 大桑村 計

調整中

調整中

調整中

公募中
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（１）　観光地等魅力向上森林景観整備事業

・

【県全体予算額】 予算額：千円

【木曽地域】

・

【県全体予算額】 予算額：千円

【木曽地域】

・

【県全体予算額】 予算額：千円

【木曽地域】

事業内容

赤沢自然休養林 案内板パネル等整備

備考要望額

1,650

（単位：千円）

９　森林づくり推進支援金
森林づくり指針に掲げる方針を踏まえつつ、森林に関する各地域の様々な課題解決のための国庫
補助等の既存施策の対象とならない市町村の取組を支援し、事業実施後は市町村において成果の
把握・検証を行う。

事業内容 事業主体 Ｒ元年度 事業計画 補助率 予算額

大桑村 計

689 781配分額 2,119 792 586 662 5,629

3

豊かな森林資源を活かした観光地の魅力向上を図るため、地域の景観に合致した森林整備等を推
進し、観光地等の魅力向上を図る。

Ｒ元年度 事業計画 補助率 予算額

７　観光地における景観形成のための森林等の整備

８　森林セラピー推進支援事業（施設整備）
本県の森林セラピーの利用を促進するとともに、関連する産業（観光、健康、環境、産業）との
連携を強化し、地域資源として積極的に活用していくため、セラピー基地等の魅力向上を図ると
ともに、県内外へ積極的にPRを行い、利用者の増加、満足度の向上を図る。

森林景観整備

件数

要望額 2000

事業内容

・景観整備

・ビューポイントの樹木の伐採

・巨樹・古木などの保存

事業主体

市町村

2,207

事業内容 事業主体 Ｒ元年度 事業計画 補助率 予算額

地域の景観に合

致した間伐等
29ha 9/10 35,000

（単位：件、千円）

事業内容 上松町 南木曽町 木曽町 木祖村 王滝村 大桑村 計

1

4,207

2

・修景伐採

・施設補修
市町村

森林セラピー基

地整備
9箇所

9/10

1/2
35,844

（単位：件、千円）

セラピー基地

市町村が行う身近な課題解決

のための森林づくりの取組
市町村 実施市町村数 77市町村 定額 90,000

支援金 上松町 南木曽町 木曽町 木祖村 王滝村
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（１）　みんなで支える森林づくり推進事業

・

・

【県全体予算額】 予算額：千円

【木曽地域】

（２）　森林の里親促進事業

・

【県全体予算額】 予算額：千円

【木曽地域】

備考里子 里親企業等 里親による支援内容町村

（単位：件、千円）

（単位：千円）

要望額 備考事業内容

　木曽地域会議の開催（２回）

計

　森林税の普及啓発（広報活動）

287

430

717

また、県民会議、地域会議による税活用事業の評価・検証を行います。

事業内容 事業主体 Ｒ元年度 事業計画 補助率 予算額

・新規参入のための企業訪問

・契約企業のフォローアップ

・森林の里親講座

県
企業等の契約件

数
5件 - 1,002

里山や山村集落へ県が仲立ちとなり企業等の社会貢献活動や福利厚生活動を誘導し、森林整備と
交流を通じた地域活性化を図ります。

事業内容 事業主体 Ｒ元年度 事業計画 補助率 予算額

・広報、普及啓発

・モニターアンケート

・県民会議等開催

県
森林税の使途の

認知度
30% - 10,000

１０　森林税の普及啓発、評価・検証

森林の役割や森林づくりの重要性等について、県民の理解を深め、多様な主体による森林づくり
を促進するため広報・普及啓発活動を実施する。

調整中

－8－


